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寄
稿 

「
ご
存
知
で
し
た
か
？ 

『
さ
ざ
れ
石
』
を
！
」 

  
 
 
 

 
 

副
支
部
長 

黒
井 

登
起
雄 

 
 
 
 

 
 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】 

東
洋
大
学
は
、
明
治
20
年
（1

8
8
7

）
に
私
立
哲

学
館
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
平
成
24
年
（2

0
1
2

）
で

創
立
一
二
五
周
年
と
な
り
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
行
い
ま
し
た
（
現
在
、
創
立
一
三
六
年
）
。
ま

た
、
校
友
会
も
、
平
成
26
年
（2

0
1

4

）
に
創
立
一

二
〇
周
年
の
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
し
、
現

在
、
一
二
九
周
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
永
い

歴
史
を
刻
み
、
組

織
を
充
実
さ
せ
な

が
ら
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
。「
さ
ざ

れ
石
」
に
つ
い
て
は
、
校
友
会
の
支
部
ブ
ロ
グ
で
、

著
者
執
筆
の
「
校
友
会
の
さ
ざ
れ
石
を
大
き

く
！
」
と
題
し
た
投
稿
（
寄
稿
）
が
あ
り
ま
す
*1
。

こ
ち
ら
の
拙
文
も
是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
支
部
会
員
の
皆
様
は
、
国
歌
「
君
が
代
」

を
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、「
君
が
代
」
の
歌
詞

の
『
君
が
代
は
、
千
代
に
八
千
代
に
、
さ
ざ
れ
石

の
巌
（
い
わ
お
）
と
な
り
て
、
苔
の
む
す
ま
で
』

と
詠
ま
れ
て
い
る
「
さ
ざ
れ
石
」
を
存
知
で
し
ょ

う
か
？ 

戦
後
生
ま
れ
（
昭
和
21
年
生
れ
）
の
著

者
に
は
、
小
、
中
学
生
さ
ら
に
高
校
生
の
時
期
に
、

入
学
式
、
卒
業
式
は
じ
め
記
念
式
典
な
ど
で
何

回
も
歌
っ
て
い
ま
す
が
、「
さ
ざ
れ
〜
」「
石
の
〜

巌
と
な
り
て
〜
〜
」
と
、「
さ
ざ
れ
石
」
を
切
り

離
し
て
歌
い
、
何
回
か
音
楽
の
先
生
に
注
意
さ

れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
当
時
、「
さ
ざ

れ
石
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？
」
の
説
明
を

し
て
も
ら
え
て
な
か
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。
こ

の
「
君
が
代
」
の
歌
詞
の
出
典
は
、「
古
今
和
歌

集
」
の
『
我
が
君
は
、
千
代
に
八
千
代
に…

…
…

』

と
も
云
わ
れ
、
現
在
の
歌
詞
と
完
全
に
一
致
し

て
い
ま
せ
ん
。
是
非
、
和
歌
と
し
て
の
出
典
と
文

学
的
解
釈
な
ど
の
詳
し
い
ご
説
明
を
会
員
の
皆

様
か
ら
頂
戴
で
き
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
と
こ
ろ

で
す
*2
。 

 

*1 

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
第
4

号
、2

0
2

0
.1

1
.1

支
部
ブ
ロ
グ
掲
載 

*2 

「
私
は
、
平
成
28
年
（2

0
1
6

）
ま
で
、「
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
関
す
る
製
造
技
術
と
工
学
特
性
」
な
ど
の
実
験
研

究
を
主
体
に
、
45
年
間
に
わ
た
り
大
学
教
育
と
と
も
に
研
究

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
工
学
的
な
観
点
・
視
点
か

ら
「
さ
ざ
れ
石
」
の
解
説
を
記
述
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な

お
、
昭
和
30
（1

9
5

0

）
年
代
か
ら
の
学
校
現
場
に
お
け
る

国
歌
論
争
な
ど
は
、
私
の
理
解
と
知
識
が
あ
ま
り
に
も
浅

く
、
狭
い
た
め
に
指
し
控
え
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

【
工
学
的
に
視
た
「
さ
ざ
れ
石
」】 

「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
辞
書
（
広
辞
苑
）
に

お
い
て
「
小
さ
い
石
」「
小
石
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
工
学
的
に
視
る
『
さ

ざ
れ
石
』
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
、
正

し
く
「
さ
ざ
れ
石
」
を
理
解
し
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
学
術

的
に
『
石
灰
質
角
礫
岩
』
と
称
さ
れ
、『
石
灰

石
が
長
い
年
月
を
経
る
間
に
雨
水
に
よ
り

溶
け
出
し
、
溶
け
出
し
た
粘
着
力
の
強
い
乳

状
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
小
石
間
の
空
隙
を
埋

め
て
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
炭
酸
ガ
ス
）

と
反
応
し
て
石
灰
化
（
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に

変
化
）
し
た
も
の
』
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
反
応
が
一
個
一
個
の
小
石
を
結
び
付

け
、
次
第
に
大
き
な
小
石
の
固
結
・
塊
状
化
へ
と

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
石
灰
岩
を
主
成

分
と
す
る
セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
（
セ
メ
ン
ト
糊
）

で
骨
材
（
砕
石
な
ど
の
細
か
い
石
）
を
固
化
す
る

反
応
と
同
じ
現
象
で
、
同
類
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
代
（
約
百
余

年
前
）
に
開
発
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
、
製
造
技
術
の
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
、
よ
り

強
い
構
造
材
料
に
改
良
さ
れ
、
非
常
に
進
化
し

て
い
ま
す
*3
（
一
〇
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
の

高
強
度
や
、
二
〇
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
を
超
え
る

超
高
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
製
造
で
き
る
技

術
の
向
上
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
生

活
範
囲
の
構
造
物
・
建
造
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
強
度
は
、
三
〇
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
程
度
で
す
）
。 

 

*3 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、『C

o
n

-create

』
を
語
源
と
し
、『
骨
材

を
結
合
し
て
で
き
る
新
し
い
複
合
材
料
』
の
こ
と
で
、「
セ

メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（C

em
en

t C
o
n

c
rete

）
」「
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（A

sp
h
a
lt C

o
n
crete

）
」
お
よ
び
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（P

lastic C
o
n

c
rete

）
」
が
あ

り
ま
す
。
セ
メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
（
セ
メ
ン
ト
糊
）
を
使
っ
て

骨
材
（
岩
石
を
破
砕
し
て
細
分
し
た
も
の
）
を
結
合
し
た

「
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。
主

に
建
設
材
料
と
し
て
多
様
な
社
会
基
盤
構
造
物
（
橋
な
ど
）

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
分
子
材
料
の
重
合
に
よ
っ
て

骨
材
を
結
合
し
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
製
品
（
コ
ッ
プ
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
食
品
ケ
ー

ス
な
ど
の
日
用
品
の
ほ
か
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
は
じ
め
電
化

製
品
や
自
動
車
部
品
な
ど
の
工
場
製
品
な
ど
）
は
、
私
た
ち

の
身
の
回
り
に
溢
れ
返
っ
て
お
り
、
生
活
す
る
う
え
で
重

要
な
道
具
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
増
大
と
廃
棄
に
関
す
る
の
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

【
全
国
に
あ
る
「
さ
ざ
れ
石
」】 

わ
が
国
の
「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
滋
賀
県
と
岐
阜

県
に
連
な
る
伊
吹
山
系
の
春
日
村
（
現
在
の
岐

阜
県
揖
斐
川
町
）
の
谷
間
の
渓
流
で
見
つ
け
ら

れ
、
前
述
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
と
云
わ
れ
て
い

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 
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ま
す
。
揖
斐
川
町
（
さ
ざ
れ
石
公
園
）
に
は
、
写

真-
1
に
示
す
よ
う
な
国
歌
「
君
が
代
」
に
由
来

す
る
天
然
記
念
物
の
巨
巌
（
き
ょ
が
ん
）
の
「
さ

ざ
れ
石
」
が
あ
り
ま
す
*3
（
著
者
は
、
ま
だ
観
に

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
！
）。「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
愛

石
家
の
小
林
宗
一
氏
に
よ
っ
て
昭
和
36
（1

9
6

1

）

年
に
揖
斐
川
町
で
発
見
さ
れ
、
伊
勢
神
宮
の
内

宮
、
外
宮
（
伊
勢
市
）、
明
治
神
宮
（
渋
谷
区
）、

神
田
明
神
（
文
京
区
）、
鶴
岡
八
幡
宮
（
鎌
倉
市
）、

文
部
科
学
省
（
千
代
田
区
霞
が
関
、
文
部
科
学
省

情
報
ひ
ろ
ば
）、
大
御
神
社
（
日
向
市
）、
護
王
神

社
（
京
都
市
上
京
区
）、
鹿
島
神
宮
（
鹿
島
市
）、

下
賀
茂
神
社
（
京
都
市
左
京
区
）、
勧
修
寺
（
京

都
市
山
科
区
）、
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
（
諏
訪
市
）、

武
田
神
社
（
甲
府
市
）、
日
光
二
荒
山
神
社
（
日

光
市
）、
二
荒
山
中
宮
祠
（
日
光
市
）
な
ど
全
国

各
地
の
神
社
な
ど
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
*3
。 

著
者
が
最
初
に
「
さ
ざ
れ
石
」
を
観
た
の
は
、

栃
木
県
、
埼
玉
県
が
セ
メ
ン
ト
産
業
お
よ
び
採

石
産
業
（
石
灰
岩
砕
石
、
硬
質
砂
岩
砕
石
な
ど
）

の
多
い
地
域
で
あ
っ
た
ご
縁
か
ら
、
吉
澤
石
灰

工
業
㈱
（
佐
野
市
）
の
事
務
所
前
、
お
よ
び
葛
生

化
石
館
（
佐
野
市
）
前
庭
に
あ
っ
た
巨
魁
で
し
た

（
写
真-

2
お
よ
び
写
真-

3
⑥
）。「
さ
ざ
れ
石
」

の
観
察
は
、
写
真-

3
に
示
す
そ
の
他
5
か
所
の

団
塊
（
巨
魁
）
を
含
め
て
7
ケ
所
だ
け
で
す
（
写

真-

3
の
①
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
、
②
武
田
神
社
、

③
大
宮
氷
川
神
社
、
④
日
光
二
荒
山
神
社
、
⑤
二

荒
山
中
宮
祠
）
。
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
に
あ
る

「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
幅
が
数
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

大
変
な
驚
き
で
し
た
。
全
国
の
多
く
の
神
社
そ

の
他
の
施
設
に
も
奉
納
さ
れ
、
ま
た
、
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
誰
で
も
観
る
こ
と
が
で
き
ま

す
*4
。
な
お
、
埼
玉
県
内
に
は
、
私
が
観
た
「
さ

ざ
れ
石
」
の
ほ
か
に
、
観
音
寺
（
飯
能
市
）、
平

林
寺
（
新
座
市
）
に
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

著
者
は
そ
の
「
さ
ざ
れ
石
」
を
確
か
め
て
い
ま
せ

ん
*4
。
ま
た
、
わ
が
国
の
石
灰
岩
産
地
は
、
栃
木

県
の
佐
野
市
・
葛
生
地
域
の
鉱
山
、
埼
玉
県
の
武

甲
山
麓
地
域
の
鉱
山
の
ほ
か
に
も
日
本
各
地
に

点
在
し
、
40
ヶ
所
弱
も
あ
り
ま
す
。
全
国
の
各
都

道
府
県
に
鍾
乳
洞
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の

多
さ
を
ご
理
解
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。
校
友
会

員
の
皆
様
の
お
住
い
の
地
域
に
も
「
さ
ざ
れ
石
」

が
展
示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
観
察

し
て
み
て
下
さ
い
*4
。 

 

*3 

岐
阜
県
揖
斐
川
町H
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*4 

実
際
の
「
さ
ざ
れ
石
」
を
ご
観
察
の
会
員
の
皆
様
に
は
、

私
宛
（E

-M
ail

：saita_
east@

y
ah

o
o
.co

.jp

）
に
デ
ジ
タ
ル
写

真
な
ど
の
ご
送
信
を
頂
け
れ
ば
、
有
難
く
思
い
ま
す
。 

 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
長
い
年
月
を
経
て
創
り
出

さ
れ
る
小
石
の
塊
で
す
。
東
洋
大
学
に
は
、
大
学

創
立
者
井
上
円
了
博
士
の
「
諸
学
の
基
礎
は
哲

学
に
あ
り
」
と
の
教
育
理
念
の
下
で
、

一
三
〇
年
を
超
え
る
教
育
の
中
で

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
心
理

を
探
求
す
る
教
え
（
真
実
を
極
め
る

精
神
）」「
自
分
で
考
え
、
判
断
す
る
教

え
」
を
育
ん
で
き
た
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
卒
業
生
27
万
人
が
集
う
組

織
の
校
友
会
も
、
同
様
に
、
一
三
〇
年

弱
に
亘
っ
て
「
会
員
相
互
の
親
睦
」

「
大
学
の
隆
興
発
展
の
支
援
」
な
ど

の
活
動
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。
大
学

お
よ
び
校
友
会
組
織
が
「
さ
ざ
れ
石
」

の
よ
う
に
、
団
塊
・
巨
魁
に
な
っ
て
発

展
し
続
け
る
に
は
、
組
織
母
体
の
学

生
、
卒
業
生
、
教
員
、
職
員
が
そ
れ
ぞ

れ
に
強
い
絆
で
繋
が
り
、
構
成
員
の

力
を
集
約
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
一
般
社
団
法
人
東
洋
大
学
校

友
会
に
は
、
よ
り
一
層
の
組
織
力
の

向
上
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
校
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
副
支
部
長
、 

足
利
工
業
大
学
〈
現
足
利
大
学
〉
名
誉
教
授
） 

 

①諏訪大社下社秋宮（諏訪市）      ②武田神社（甲府市） 
  2011.8.2 撮影                2018.6.29 撮影 

 

③大宮氷川神社（さいたま市）      ④日光二荒山神社（日光市） 
  2019.9.2 撮影                2019.8.22 撮影 

 

⑤二荒山中宮祠（日光中禅寺湖）    ⑥葛生化石館庭園（佐野市） 
  2019.8.21 撮影              2011.9.26 撮影 

 写真-3 各地に保存され・見ることのできる『さざれ石』 

 

写真-2 各地で保存され・見ることができる『さ
ざれ石』、吉澤石灰工業㈱（佐野市・葛
生）2014.11.11 撮影 
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